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要旨（800 字程度） 

2010 年代以降、中国では、人民日報をはじめとする党報が、ウェイボー（Weibo）・ウィーチャ

ット（Wechat）・オンラインニュース端末（中国語「両微一端」と呼ばれる）を通じた情報発信に注

力し、その影響力の向上を図っている。本報告の目的は、量的テキスト分析を通じて、人民日

報や地方の党報が Weibo を通じて行った政治コミュニケーションの特徴と変化を明らかにするこ

とである。 

先行研究では、習近平政権発足後の中国の政治権力構造の変化が地方党報の記事に反

映されていること、地方党報によって報道内容に違いがあることが指摘されている。本報告で

は、先行研究を踏まえ、中央と地方の党報がソーシャルメディア上で発信する内容を分析する

ことで、Weibo を通じた党機関紙の政治的発信の特徴と変化を見出す比較の視点を導入した。

具体的には、2013 年から 2023 年にかけて、人民日報と地方紙 10 紙の Weibo 公式アカウント

の Weibo 書き込み内容に対して量的テキスト分析を行った。半教師あり学習の手法を用いて分

析を行った結果、以下の 3 つの発見が得られた。第一に、権力構造の変化は党機関紙の書き

込みに反映されている。第二に、中国共産党の正統性を宣伝する論理が外部環境の変化とと

もに変化し、経済発展よりも国家安全が重視される傾向にある。第三に、党報によっての Weibo

書き込みにける宣伝論理にも違いが見られる。本報告の発見は、中国のデジタル時代における

権威主義政権の政治コミュニケーションの変化について実証的データから示唆を与えるもので

ある。 

 

 


